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海
匝
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
に
て
、
平

成
28
年
７
月
よ
り
４
回
に
わ
た
っ
て
研

究
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
の
現
状
と
動
向
～
ガ
ス
自

由
化
に
よ
る
今
後
の
対
応
策
」で
あ
る
。

　

海
匝
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
は
、
千
葉

県
旭
市
、
匝
瑳
市
、
横
芝
光
町
で
事
業

を
展
開
す
る
約
30
の
組
合
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
組
合
員
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
及
び
同
機
器
の
販
売
会
社
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
都
市
ガ
ス
の
自

由
化
が
施
行
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
あ
た

り
今
後
の
対
応
策
を
講
じ
る
目
的
で
、

研
究
会
の
開
催
に
至
っ
た
。
実
は
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
自
体
は
す
で
に
自
由
化
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

由
化
が
進
ん
で
お
り
、
将
来
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な
対
応
策
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
背
景
に
あ
っ
た
。

①
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
る
と
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
6.0
％
（
平
成
26
年
度
）
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
諸
国
34
か
国
中
33
位
の
低
さ
で
あ

り
、
海
外
へ
の
依
存
度
が
高
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
以

降
、
原
発
の
停
止
に
よ
り
海
外
か
ら
の

化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
が
ま
す
ま
す
高

ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
下
、

電
力
コ
ス
ト
の
上
昇
、
CO2
排
出
量
の
増

加
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
品
質
自
体
は
高
く
、

供
給
の
信
頼
性
、
省
エ
ネ
対
策
、
環
境

性
、安
全
性
は
世
界
最
高
水
準
で
あ
る
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
、
家
庭
用

ガ
ス
を
除
き
、
規
制
の
緩
和
や
制
度
改

革
で
割
安
に
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

は
競
争
の
時
代
へ
移
行
し
て
い
る
。

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
現
状
と
課
題

　

平
成
26
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）

に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
化
石
燃
料

の
中
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
比
較

的
低
く
、
発
電
に
お
い
て
は
ミ
ド
ル
電

源
と
し
て
活
用
が
可
能
で
あ
る
。
消
費

者
へ
の
供
給
体
制
や
備
蓄
制
度
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
可
搬
性
・
貯
蔵
の
容
易

性
に
利
点
が
あ
る
。
そ
し
て
緊
急
時
に

も
貢
献
で
き
る
分
散
型
の
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
特
徴
を
持

つ
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
の
国
の
政
策
と

し
て
、
料
金
の
透
明
化
の
た
め
の
小
売

価
格
調
査
と
情
報
提
供
や
、
事
業
者
の

供
給
構
造
の
改
善
を
通
じ
て
、
コ
ス
ト

の
抑
制
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
利
用
形
態
の
多
様
化
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
な
ど
運

輸
部
門
に
お
い
て
さ
ら
に
役
割
を
果
た

し
て
い
く
必
要
を
述
べ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
で
、
電
力
供
給
が
な
く
て
も
使
え

る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
防
災

に
強
い
面
を
示
し
た
。
し
か
し
、
家
庭

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
力
が
優
位
な
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
オ
ー
ル
電
化
住

宅
が
普
及
し
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
支
援
も
増
え

て
い
る
。

　

電
力
優
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況
の

中
、ガ
ス
事
業
制
度
も
変
化
し
て
い
る
。

小
売
り
の
自
由
化
、料
金
制
度
の
改
正
、

ガ
ス
供
給
設
備
の
開
放
等
で
あ
る
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
に
お
い
て
は
、
単
に
都
市
ガ
ス

と
の
棲
み
分
け
だ
け
で
な
く
、
電
力
を

筆
頭
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
中
で

の
位
置
づ
け
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
全
体
の
課
題
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
へ
の
対
応
、

低
迷
す
る
需
要
の
テ
コ
入
れ
、
料
金
が

高
い
不
透
明
と
い
っ
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ

の
払
し
ょ
く
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
課
題
と
し
て

背
景
と
目
的

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
現
状
と
動
向
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〜連携支援の現場から〜

は
、
ガ
ス
料
金
の
引
き
下
げ
に
よ
る
価

格
競
争
力
の
強
化
と
そ
れ
に
耐
え
ら
れ

る
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
る

お
客
様
と
の
関
係
強
化
と
、
新
規
顧
客

の
開
拓
な
ど
潜
在
需
要
の
掘
り
起
こ
し

に
よ
る
収
益
の
維
持
拡
大
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
の
影
響

　

平
成
28
年
に
電
力
小
売
り
が
全
面
自

由
化
さ
れ
、
ガ
ス
会
社
に
よ
る
電
力
と

の
セ
ッ
ト
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成

29
年
４
月
に
は
ガ
ス
小
売
り
が
全
面
自

由
化
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
独
占

だ
っ
た
電
力
・
ガ
ス
事
業
の
相
互
参
入

が
可
能
と
な
り
、
他
業
種
か
ら
の
新
規

参
入
が
増
え
、
価
格
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

の
競
争
が
激
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
低
価
格
化
が
進
み
、
付
加
価
値

競
争
に
拍
車
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
単

一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
生
き
残
る

の
は
困
難
に
な
る
た
め
、
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
促

進
さ
れ
る
た
め
、
業
界
を
超
え
た
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
す
で
に
携
帯
電
話
会
社
や

通
信
会
社
な
ど
か
ら
の
セ
ッ
ト
販
売
の

広
告
を
受
け
取
っ
た
方
も
多
い
は
ず
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
化

は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
内
部
だ
け
通
じ
る

ル
ー
ル
を
崩
壊
さ
せ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界

や
事
業
者
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
は
よ

り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
業
界
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
将

来
に
向
け
た
事
業
戦
略
を
各
事
業
者
が

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突

入
し
て
い
る
。

①�

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
残
る
た
め

の
事
業
戦
略

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
化
に
よ
り
、
業

界
の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
て
は
生
き
残

り
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
基
本
は
顧
客
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応

す
る
か
で
あ
る
。
顧
客
か
ら
の
安
定
し

た
支
持
と
収
入
を
得
る
た
め
に
は
、
勝

ち
残
る
た
め
の
事
業
性
戦
略
を
根
本
か

ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
大
手
企
業
は

資
本
力
・
技
術
力
を
生
か
し
て
、
総
合

化
・
低
価
格
化
・
付
加
価
値
化
を
推
し

進
め
て
く
る
。
中
小
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
ど
う
差
別
化

し
て
い
く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の
今
後

　

自
社
の
事
業
戦
略
を
勘
が
る
前
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
一
般
家
庭

用
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
他
に
法
人
向
け

の
タ
ン
ク
供
給
が
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

メ
リ
ッ
ト
は
、災
害
に
強
い
、イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
が
安
い
、
安
全
性
が
高
い
、

環
境
に
や
さ
し
い
、
湯
の
質
が
良
い
、

機
器
の
使
い
勝
手
が
良
い
な
ど
で
あ

る
。
逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
高
い
、
機
器
の
品
揃
え
が

少
な
い
、汚
れ
や
す
く
掃
除
し
に
く
い
、

信
頼
性
に
劣
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
、
な

ど
で
あ
る
。

　

以
上
を
鑑
み
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
よ
っ

て
顧
客
の
生
活
が
ど
う
豊
か
に
な
り
ど

う
支
持
さ
れ
る
の
か
考
え
て
み
る
と
、

安
心
安
全
な
生
活
の
提
供
、
災
害
に
強

い
、
と
い
う
強
み
が
浮
か
び
上
が
る
。

ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
は
、
一
般
家

庭
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
台
所
に
上

げ
て
も
ら
え
る
数
少
な
い
業
者
で
あ
る

そ
う
し
た
強
み
や
利
点
を
、
各
事
業
者

は
将
来
の
事
業
戦
略
に
活
か
す
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

③
事
業
戦
略
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
残
る
た
め

の
事
業
戦
略
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て

の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

　

ま
ず
は
自
社
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

各
事
業
者
が
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
強
み

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は

自
社
努
力
だ
け
で
な
く
、
他
社
と
の
提

携
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
協
力
先

に
提
供
で
き
る
自
社
の
強
み
や
、
成
長

に
必
要
だ
が
自
社
に
な
い
も
の
を
把
握

し
て
い
な
け
れ
ば
、
事
業
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
限
ら
ず
、
日
本
の

産
業
構
造
が
縮
小
し
て
い
る
中
で
は
、

自
然
と
顧
客
数
は
減
り
、
受
注
量
も
金

額
も
減
少
す
る
傾
向
が
強
ま
る
。
そ
う

し
た
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
経
営
を
安
定

化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
利
益
率
の
高
い

事
業
の
創
出
、
複
数
の
事
業
軸
を
持
つ

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

　

ま
さ
し
く
経
営
環
境
が
激
変
す
る
中

で
は
、
改
善
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
根
本

的
に
見
直
す
「
革
新
」
レ
ベ
ル
の
考
え

が
求
め
ら
れ
る
。
自
社
が
生
き
残
る
た

め
の
事
業
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
各
事
業
者
が
、
業
界
に
依
存
せ
ず

そ
の
枠
を
超
え
て
、
大
き
く
広
く
柔
軟

に
発
想
し
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
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事
業
戦
略
見
直
し
の
ス
ス
メ
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